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防
災
は
、
地
域
と
手
を
携
え
て
！

　特集記事第３０回は、　銚子
地方気象台　勝浦測候所の
皆さんに、対談形式ではなく
書面質問をさせていただきま
した。

銚子地方気象台
勝浦測候所

と
市議会

●
小
林
克
彦
観
測
予
報
管
理
官
：
令
和
３
年

４
月
に
現
職
に
就
任
し
ま
し
た
。
千
葉
県

の
天
気
予
報
や
注
意
報
、
警
報
な
ど
の
防

災
気
象
情
報
を
発
表
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
千
葉

県
で
勤
務
す
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
東
京
都
、
茨
城
県
、
栃
木
県
で
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。

●
石
森
啓
之
防
災
管
理
官
：
今
年
４
月
に
気

象
庁
火
山
監
視
課
か
ら
異
動
に
な
り
現
職

に
就
任
し
ま
し
た
。
主
に
千
葉
県
や
市
町

村
と
の
防
災
調
整
や
気
象
証
明
・
鑑
定
な

ど
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
前
職
場
で
は
火
山
の

機
動
観
測
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
の
で

機
動
力
を
発
揮
し
業
務
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
勝
浦
測
候
所
の
歴
史
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

【
勝
浦
測
候
所
の
歴
史
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
】

く
だ
さ
い
】

●
小
林
管
理
官
：
１
９
０
２
年
（
明
治
35
年
）

６
月
１
日
千
葉
県
立
勝
浦
気
象
観
測
所
と

し
て
誕
生
以
来
今
年
で
１
２
０
年
の
気
象

観
測
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら

発
足
当
初
の
建
物
は
昭
和
26
年
の
大
火
で

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
観
測
記
録
は
当
時
の

職
員
が
守
り
測
候
所
発
足
当
初
か
ら
現
在

ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
勝
浦
市
の
猛
暑
日
の
記
録
が
な
く
、
夏
で

【
勝
浦
市
の
猛
暑
日
の
記
録
が
な
く
、
夏
で

も
比
較
的
涼
し
い
こ
と
の
要
因
は
？
】

も
比
較
的
涼
し
い
こ
と
の
要
因
は
？
】

●
小
林
管
理
官
：
海
は
大
気
と
比
べ
て
温
ま

り
に
く
く
冷
め
に
く
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。

夏
は一般
的
に
大
気
よ
り
海
面
水
温
が
低
い

場
合
が
多
く
、
海
か
ら
陸
地
に
向
か
っ
て

涼
し
い
風
が
吹
き
込
み
ま
す
。

　
　
特
に
、
勝
浦
市
付
近
は
、
南
よ
り
の
風

勝浦特別地域観測所

銚子アメダス
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石
いし

森
もり

　啓
ひろ

之
ゆき

防災管理官
小
こ

林
ばやし

　克
かつ

彦
ひこ

観測予報管理官

が
吹
く
際
、
下
層
の
冷
た
い
海
水
が
持
ち

上
げ
ら
れ
る
（
沿
岸
湧
昇
）
効
果
に
よ
り
、

周
辺
よ
り
海
面
水
温
が
低
く
な
る
こ
と
が

あ
り
、
他
の
地
域
よ
り
も
よ
り
冷
た
い
風

が
吹
き
込
み
や
す
い
地
勢
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
黒
潮
の
流
路
に
よ
る
影
響

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
流
路

と
勝
浦
付
近
の
海
面
水
温
と
の
詳
細
な
関

係
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
特
別
地
域
気
象
観
測
所
に
移
行
し
た
と
聞

【
特
別
地
域
気
象
観
測
所
に
移
行
し
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
仕
事
内
容
や
役
割
で
、

い
て
い
ま
す
が
、
仕
事
内
容
や
役
割
で
、

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
か

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。】

せ
く
だ
さ
い
。】

●
小
林
管
理
官
：
千
葉
県
内
に
あ
っ
た
勝
浦

市
を
は
じ
め
千
葉
市
、
館
山
市
の
各
測
候

所
は
平
成
18
年
か
ら
22
年
に
か
け
て
特
別

地
域
気
象
観
測
所
に
移
行
と
な
り
、
職
員

が
常
駐
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

勝
浦
測
候
所
は
ご
存
じ
の
と
お
り
、
平
成

19
年
10
月
１
日
に
勝
浦
特
別
地
域
気
象
観

測
所
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　
　
勝
浦
を
は
じ
め
と
し
た
特
別
地
域
気
象

観
測
所
で
は
、
気
温
や
降
水
量
な
ど
の
地

上
気
象
観
測
、
震
度
等
の
地
震
に
関
す
る

観
測
、
上
空
の
風
の
観
測
を
す
べ
て
自
動

で
行
い
、
観
測
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

気
象
庁
本
庁
や
銚
子
地
方
気
象
台
に
送
信

し
、防
災
対
応
に
活
用
し
て
い
ま
す
。な
お
、

こ
れ
ら
の
観
測
に
使
用
し
て
い
る
機
器
の

定
期
的
な
保
守
や
故
障
の
際
に
は
銚
子
地

方
気
象
台
職
員
が
出
張
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

 【
勝
浦
市
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

【
勝
浦
市
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
て
い
ま
す
か
？
】

れ
て
い
ま
す
か
？
】

●
石
森
管
理
官
：
以
前
、
東
京
管
区
気
象

台
勤
務
時
に
鎌
ヶ
谷
市
に
住
ん
で
い
た
こ

ろ
、
休
日
に
な
る
と
朝
早
く
起
き
て
、
子

供
を
連
れ
て
県
の
南
部
を
日
帰
り
ド
ラ
イ

ブ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
勝
浦
市
に

立
ち
寄
り
新
鮮
な
魚
介
を
購
入
し
て
帰
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
東

北
の
片
田
舎
の
漁
師
町
育
ち
な
の
で
、
漁

師
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
勝
浦
市
に
は
親

近
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

【
事
業
の
Ｐ
Ｒ
や
市
民
に
伝
え
た
い
こ
と
が

【
事
業
の
Ｐ
Ｒ
や
市
民
に
伝
え
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

●
石
森
管
理
官
：
近
年
、
過
去
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
気
象
・
地
震
等
の
災

害
が
千
葉
県
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
の
下
、
防
災
の

最
前
線
に
立
つ
千
葉
県
や
県
内
54
の
市
町

村
、
国
の
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
、
報
道
等
関
係
す
る
公
共
機
関
の
協

力
も
い
た
だ
き
つ
つ
、
千
葉
県
内
に
お
け
る

自
然
災
害
の
人
的
・
社
会
経
済
的
被
害
を

可
能
な
限
り
軽
減
す
る
と
い
う
私
た
ち
の

任
務
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

●
小
林
管
理
官
：
今
年
６
月
に
線
状
降
水
帯

に
よ
る
大
雨
の
可
能
性
を
予
測
し
半
日
前

か
ら
の
情
報
提
供
を
開
始
す
る
な
ど
、
予

報
技
術
も
日
々
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
予
報
精
度
向
上
及
び
注
意
報
、

警
報
な
ど
の
防
災
気
象
情
報
の
適
時
的
確

な
発
表
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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戸部　薫
日本共産党・７１歳

岩瀬　清
無所属・６４歳

瀧口　和男
無所属・８１歳

長田　悟
無所属・６０歳

照川市長所信表明

市議会議員補欠選挙により新たに４人が当選しました。

各委員会の委員

　市長就任後初の議会となる９月定例会の開会に当たり、
市政運営に対しての所信表明が述べられました。（要点抜粋）

　本市の現状を考えたとき、第１には、急速な人口減少が挙げられ、
この現状から、明るい方向に流れをつくるため、令和５年度から
令和１６年度を目標とする新たな総合計画の基本構想をもとに、
「安心して産み、育ち、暮らせる環境」を目指し、「子ども・若者・
高齢者、誰もが元気に暮らせるまちづくり」を推し進め、
１　「子どもの未来を拓く」
２　「豊かな自然を生かす」
３　「住みよさを実感できる」
　　の３つの視点を重視した施策に取り組んでまいります。

９月定例会初日に、各委員会委員に選任されました。なお、欠員による委員の所属変更により、
新たに議会運営委員、各常任委員等が下表のとおり決まりました。

委員会名 委員長 副委員長  委　員

議会運営委員会 寺尾　重雄 松﨑　栄二
岩瀬　洋男 岩瀬　義信 久我　恵子
戸坂　健一 丸　　昭

総務文教常任委員会 丸　　昭 長田　悟
岩瀬　義信 末吉　定夫 戸坂　健一
寺尾　重雄 戸部　薫 松﨑　栄二

産業厚生常任委員会 久我　恵子 岩瀬　洋男
岩瀬　清 狩野　光一 佐藤　啓史
瀧口　和男 渡辺  ヒロ子

広報広聴常任委員会 佐藤　啓史 狩野　光一
岩瀬　清 岩瀬　洋男 長田　悟
久我　恵子 渡辺  ヒロ子
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令和４年９月定例会審議結果

◯９月定例会　会期　９月１５日から１０月４日まで２０日間
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！

出席議員の全員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　名 付託委員会 結 果

議案第 50 号 専決処分の承認を求めることについて（勝浦市長の給与の特例に関す
る条例の廃止について） 承認

議案第 51 号
専決処分の承認を求めることについて（勝浦市の議会の議員及び長の
選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条
例の制定について）

承認

議案第 52 号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度勝浦市一般会計補
正予算について） 承認

議案第 53 号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第 54 号 勝浦市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例及び
勝浦市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について

総務文教
及び

産業厚生
可決

議案第 56 号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び
千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関す
る協議について

総務文教 可決

議案第 58 号 令和４年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第 59 号 令和４年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 産業厚生 可決

請願第 60 号 令和４年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第 69 号 勝浦市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱につき同意を求め
ることについて 同意

議案第 70 号 勝浦市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱につき同意を求め
ることについて 同意

議案第 71 号 勝浦市情報公開･個人情報保護審査会委員の委嘱につき同意を求め
ることについて 同意

議案第 72 号 勝浦市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意

　議会報では、市民生活と深く係わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。
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議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長
を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

議案
番号 件　　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

戸
部
　
薫

岩
瀬
　
清

瀧
口
　
和
男

長
田
　
悟

戸
坂
　
健
一

渡
辺
　
ヒ
ロ
子

狩
野
　
光
一

久
我
　
恵
子

佐
藤
　
啓
史

岩
瀬
　
洋
男

松
﨑
　
栄
二

丸
　
　
昭

寺
尾
　
重
雄

末
吉
　
定
夫

岩
瀬
　
義
信

議案
第55号

勝浦市総合計画基本構
想の策定について

総務
文教 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第57号

令和４年度勝浦市一般
会計補正予算

総務
文教 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第61号

令和４年度勝浦市水道
事業会計補正予算

産業
厚生 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第62号

決算認定について（令和
３年度勝浦市一般会計
歳入歳出決算）

決算
審査 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第63号

決算認定について（令
和３年度勝浦市国民健
康保険特別会計歳入歳
出決算）

決算
審査 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第64号

決算認定について（令
和３年度勝浦市後期高
齢者医療特別会計歳入
歳出決算）

決算
審査 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第65号

決算認定について（令
和３年度勝浦市介護保
険特別会計歳入歳出決
算）

決算
審査 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第66号

決算認定について（令
和３年度勝浦市水道事
業会計決算）

決算
審査 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第67号

勝浦市情報公開 ･個人
情報保護審査会委員の
委嘱につき同意を求め
ることについて

同意 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第68号

勝浦市情報公開 ･個人
情報保護審査会委員の
委嘱につき同意を求め
ることについて

同意 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
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●トピックス　その 2
国庫補助金として新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
１億８９５万３千円が交付され、市の財源を加え事業に充当されます。
充当事業一覧

：燃油高騰によるタクシー事業者への支援
：燃油高騰による高速バス運行事業者への支援
：キャッシュレス決済導入促進のため、支払い

に応じたポイント還元に要する経費（令和５
年２月に実施予定）

：マイナンバーカード普及促進のため、申請時
のサポートに要する経費

：老朽化したかつうら放課後ルームのエアコン
更新に要する経費

：価格高騰の続く農業用肥料及び畜産用飼料の
購入費の一部を支援するための経費

：価格高騰の続く漁業用燃油の購入費の一部を
支援するため経費

：１１月下旬発行予定のプレミアム付商品券事
業に要する経費

：八幡岬公園、官軍塚、観光道路周辺に繁茂し
た樹木伐採に要する経費

：市民から被災箇所の画像等を防災アプリから
報告できる機能を追加するための経費

：避難所等におけるトイレの密集状態を避ける
ための災害用備品の購入経費

：キュステの大会議室や多目的室などでのウエ
ブ会議を可能とするため、大型モニター等の
購入による利用環境整備に要する経費

・タクシー事業者支援事業（100 万）　　  　   
・高速バス運行確保維持事業（452 万８千） 　  
・キャッシュレス決済普及促進事業（５千万）  

・社会保障・税番号制度事業（185 万４千）     

・感染拡大防止対策事業（1,063 万７千）

・農業価格高騰対策支援事業（591 万３千）

・水産業価格高騰対策支援事業（１千万）

・プレミアム付商品券事業（2,685 万３千）

・観光施設維持管理経費（1,525 万７千）

・防災アプリ整備・管理事業（550 万）

・避難所等感染症対策事業（412 万４千）

・感染拡大防止対策事業（132 万３千）

●トピックス　その 1
勝浦市総合計画基本構想が承認されました

この基本構想は時代の潮流やまちづくりの課題などを踏まえ、まちづくりの基本理念や市の
将来都市像を示すとともに、それを実現するために必要な施策の大綱を明らかにするものです。

計画期間は長期的な視野に立ったまちづくりを進めるために、令和５年度を初年度とし令和
１６年度までの１２年間となっています。

この基本構想をもとに１２年間を前期、中期、後期に分けた基本計画と施策を実行するため
の具体的な事業として実施計画が策定されます。
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総務文教常任委員会

各常任委員会等の活動報告

産業厚生常任委員会

９月２６日に開催し、付託された議案５件の審査を行いました。審議の結果、議案第５５号、
第５７号は賛成多数で、ほか３件については全員賛成で可決され、最終日の本会議において、   
議案２件は賛成多数で、ほか３件については全員賛成で原案のとおり可決しました。

９月２８日に開催し、付託された議案５件の審査を行いました。審議の結果、議案５件につい
て全員賛成で可決され、最終日の本会議において、議案第６１号は賛成多数で、ほか４件につい
ては全員賛成で可決されました。

勝浦市議会表彰選考委員会

勝浦市議会表彰受賞者決定
令和４年９月１５日に、勝浦市議会表彰選考委員会を開催し、前期分（令和４年１月１日か

ら６月３０日の期間）の市内小中学校の児童・生徒を対象とした候補者を学校より推薦してい
ただき、選考審査をした結果、表彰者が決定しました。

なお、表彰式につきましては、令和５年３月定例会の初日に、市役所５階の議場において行
われる予定です。

　１. 被表彰者　勝浦小学校４年生　伊藤　心愛さん
　　  表彰基準　2022 ALL JAPAN GYMFEST IN YOKKAICHI
                       （2022AJG 大会）Level ６　４年生以下　
                        個人総合：３位   段違い平行棒：優勝　跳馬：優勝

　２. 被表彰者　勝浦小学校６年生　安井　慶史郎さん
       表彰基準　2022 ALL JAPAN GYMFEST IN YOKKAICHI
                       （2022AJG 大会）Level ６　５年生以上　
                        個人総合：６位　鉄棒：優勝

　３. 被表彰者　勝浦小学校６年生　筒井　隆太さん
　　  表彰基準　2022 ALL JAPAN GYMFEST IN YOKKAICHI
                       （2022AJG 大会）Level ６　５年生以上　
                        円馬：３位
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決算審査特別委員会

　令和３年度勝浦市一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特
別会計、水道事業会計、以上５件の歳入歳出決算を審査するため、７人の委員による決算審査
特別委員会を設置し、９月２９日及び３０日の２日間、予算の執行状況、財政運営等や予算執
行に関する諸帳簿の確認と審査の結果、一般会計及び、その他４会計はいずれも全員賛成で認
定すべきものと決定しました。

　委員長、副委員長及び委員は次のとおりです。

決算審査特別委員会での主な質問

Ｑ　歳入において、固定資産税の増加要因について　
Ａ　土地、家屋については下がっているものの、太陽光発電設備の増設により償却資産が大き
く伸びていることによる。

Ｑ　市の公式ホームページ更新の効果について
Ａ　新型コロナワクチン接種予約等のため、スマートフォンから対応可能となる改修を行いア
クセス数も伸びている。今後も情報発信手段として魅力度のある改修を進めたい。

Ｑ　移住定住促進体制強化事業の効果について
Ａ　観光を切り口として、移住定住につなげるため、カッピービジターセンターに移住定住の
拠点を設けた。相談件数は２５４件と前年から比べ増加している。

Ｑ　かつうら朝空マーケット開催事業について
Ａ　お客さんを呼び込む主旨で小さいイベントを継続的に行っている。毎月の開催に地元商店
会に負担を生じさせているが、官民共同で、今後も話合いながら行いたい。

Ｑ　文化財保護の管理対応について　
Ａ　市指定文化財の所有者、管理者等に調査を行い、管理状況、修繕の必要性の把握に努め、
予算要求を行っている。国、県の文化財についても適正な管理に取り組んでいる。今後は、
市内に埋もれている文化財を調査し、保護していく取り組みを考えている。

Ｑ　各款の不用額の主な要因について
Ａ　ふるさと応援寄附金が好調であり、基金への積立金、返礼品事務経費等高額事業の予算が
不用割合を押し上げていること、また、新型コロナウイルス感染拡大による事業の中止や
縮小、工事費、委託料等の入札差金と経費削減努力によるものである。

Ｑ　国民健康保険税の不納欠損、収入未済について
Ａ　県の指導も受けながら徴収率は、年々向上しているが、税の公平性のため督促状、催告書
を送り、５年の時効を迎えないよう引き続き
収納未済額の減額に努めたい。

Ｑ　市長の公約実現に当たり、予算編成のあり方
について

Ａ　厳しい財政の状況を正しく認識し、様々な観
点から精査をして、積極的に予算組みを考え
ていきたい。

関係諸帳簿及び証書類検査の様子 ▶︎

委員長 副委員長 委　　員

寺尾　重雄 渡辺　ヒロ子
狩野　光一・久我　恵子・佐藤　啓史
戸坂　健一・松﨑　栄二
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９
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

9 月 20日
佐
藤　
啓
史　
議
員
①
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

②
勝
浦
中
生
徒
の
通
学
に
つ
い
て

③
高
校
生
の
通
学
費
補
助
に
つ
い
て

戸
坂　
健
一　
議
員
①
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

②
商
店
街
等
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い
て

岩
瀬　
洋
男　
議
員
①
債
権
管
理
条
例
の
制
定
と
私
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

久
我　
恵
子　
議
員
①
小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
条
例
の
策
定
に
つ
い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

9 月 21日
狩
野　
光
一　
議
員
①「
勝
浦
市
と
い
す
み
鉄
道
の
関
係
」
に
つ
い
て

②「
防
犯
灯
行
政
」
に
つ
い
て

長
田　

悟　

議
員
①
市
長
の
市
政
方
針
に
つ
い
て

②
農
業
の
維
持
に
つ
い
て

戸
部　

薫　

議
員
①
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

②
総
合
計
画
に
つ
い
て

③
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

勝
浦
中
学
校
生
徒
の

通
学
に
つ
い
て

市
内
在
住
の
高
校
生
へ
の

通
学
費
の
補
助
に
つ
い
て

Ｑ
市
長
の
描
く
勝
浦
市
の

未
来
予
想
図
を
お
聞
き
す

る
。Ａ社

会
の
様
々
な
取
組
に

よ
り
、
子
育
て
が
し
や
す
く

な
り
、
生
ま
れ
て
く
る
お
子

さ
ん
が
今
よ
り
も
増
え
、
公

園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
元
気
な

声
が
響
く
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
体
験
交
流

を
通
し
て
、
互
い
の
個
性
を

認
め
合
い
、
課
題
解
決
に
積

極
的
に
取
り
組
む
子
ど
も
た

ち
。

　
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
田

や
畑
、
海
や
港
、
店
や
町
で
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
を
生
か
し
、

資
源
の
開
発
に
取
り
組
む
働

き
盛
り
の
若
者
や
熟
年
層
の

皆
さ
ん
。

　

安
心
し
て
老
後
を
楽
し

み
、
学
び
直
し
が
で
き
て
、

佐藤啓史議員

生
き
が
い
を
全
う
で
き
る
御

高
齢
の
皆
さ
ん
。

　
津
波
な
ど
の
災
害
発
生
時

に
は
、
情
報
を
共
有
し
、
正

し
い
情
報
の
も
と
、
海
辺
と

山
間
部
で
助
け
合
い
、
支
え

合
っ
て
困
難
を
乗
り
切
る
持

続
可
能
な
ま
ち
、
勝
浦
市
！

　
目
の
前
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
る
が
、
こ
れ
が
期
待
を

込
め
た
、
私
の
未
来
予
想
図

で
あ
る
。

る
地
域
に
居
住
す
る
生
徒
へ

の
バ
ス
通
学
の
補
助
を
要
望

す
る
。

Ａ
現
在
の
通
学
路
に
お
け

る
道
路
状
況
や
防
犯
上
の
観

点
か
ら
、
改
め
て
、
中
学
校

の
通
学
手
段
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

Ｑ
通
学
手
段
別
の
生
徒
数

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

Ａ
全
校
生
徒
２
７
７
名
中
、

徒
歩
１
２
１
名
、
路
線
バ
ス

57
名
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
31
名
、

Ｊ
Ｒ
26
名
、
自
転
車
９
名
、

保
護
者
送
迎
等
33
名
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ
平
成　
年
の
３
校
統
合

前
か
ら
バ
ス
通
学
を
し
て
い

29

Ｑ
現
在
、
市
内
在
住
の
高

校
生
は
、
全
員
が
市
外
の
高

校
に
進
学
し
て
い
る
が
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
、

公
共
交
通
の
維
持
及
び
利
用

促
進
、
市
外
転
居
の
防
止
等

の
た
め
、
通
学
費
の
補
助
を

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
？

Ａ
鉄
道
ま
た
は
路
線
バ
ス

を
利
用
し
て
通
学
し
て
い
る

高
校
生
の
定
期
券
購
入
の
補

助
を
検
討
し
た
い
。
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市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

債
権
管
理
条
例
の
制
定
と

私
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

Ｑ
市
の
債
権
と
は
市
民
が

納
付
す
る
金
銭
債
権
の
こ
と

を
指
し
、
市
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
水
道
使
用
料
、
市

営
住
宅
家
賃
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
債
権
が
滞
納
さ
れ
る
と
市

税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

市
が
強
制
徴
収
で
き
る
公
債

権
と
水
道
使
用
料
や
市
営
住

宅
家
賃
な
ど
民
法
が
適
用
さ

れ
、
強
制
徴
収
が
で
き
な
い

私
債
権
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
債
権
を
適
切

に
管
理
す
る
た
め
統
一
し
た

ル
ー
ル
を
定
め
、
市
民
負
担

の
公
平
性
と
健
全
性
を
確
保

す
る
た
め
債
権
管
理
条
例
を

検
討
し
て
は
い
か
が
か
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
他
の
自
治
体
に
お
け
る

条
例
の
制
定
状
況
な
ど
を
参

考
に
斬
新
的
に
検
討
を
行
っ

Ｑ
勝
浦
市
は
待
っ
た
無
し

の
状
況
に
あ
り
、
迅
速
な
市

政
運
営
を
期
待
す
る
が
、
政

策
実
現
に
は
財
源
が
必
要

だ
。
市
長
が
市
の
財
政
状
況

や
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
市
財
政
は
今
の
と
こ
ろ

健
全
で
あ
る
が
、
経
常
収
支

比
率
は
高
い
水
準
に
あ
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
に

務
め
る
。
今
後
も
自
主
財
源

の
確
保
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
見
た
目
の
数
値
以
上
に

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

市
長
公
約
に
ど
の
よ
う
な
優

先
順
位
を
つ
け
て
具
体
化
し

て
い
く
の
か
を
伺
う
。

Ａ
公
約
の
具
体
化
に
つ
い

て
は
、
財
政
事
情
を
十
分
踏

ま
え
た
上
で
、
緊
急
度
や
優

先
度
に
応
じ
、
ま
た
財
政
の

安
定
化
、
健
全
性
の
保
持
を

岩瀬洋男議員

戸坂健一議員

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
債
権
は
市
の
財
産
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
管
理
目
的

の
一
番
で
あ
る
回
収
に
向
け

て
、
よ
り
適
正
な
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
く
よ
う
、
条
例

の
制
定
に
向
け
て
準
備
を
進

め
さ
せ
て
い
ま
す
。

Ｑ
水
道
事
業
で
回
収
が
困

難
に
な
っ
た
債
権
の
内
訳
を

教
え
て
下
さ
い
。

Ａ
平
成
16
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
18
年
間
の
合

計
件
数
４
３
２
件
で
金
額
は

１
２
５
７
万
７
８
４
５
円
、

内
訳
は
倒
産
破
産
が
39
件
、

行
方
不
明
が
３
３
４
件
、
生

活
困
窮
が
22
件
そ
の
他
１
件

で
し
た
。

Ｑ
水
道
事
業
以
外
の
私
債

権
を
含
め
、
回
収
が
で
き
な

い
債
権
が
年
々
増
え
て
い

く
中
で
、
債
権
管
理
条
例

を
制
定
す
る
前
に
議
会
の

議
決
に
よ
っ
て
債
権
を
放

念
頭
に
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ
前
市
長
か
ら
の
政
策
の

承
継
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
伺
う
。

Ａ
多
く
の
功
績
を
検
証
し

事
業
の
継
続
や
拡
充
を
図
り

市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
よ

う
市
政
運
営
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
る
。

Ｑ
前
市
長
が
掲
げ
た
水
道

料
金
値
下
げ
や
給
食
費
無
料

化
な
ど
の
諸
政
策
は
、
市
民

の
負
担
軽
減
に
な
る
一
方
、

毎
年
莫
大
な
予
算
を
必
要
と

す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
議

会
で
様
々
な
議
論
も
あ
っ
た
。

事
業
の
継
続
や
拡
充
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
将
来
世

代
の
負
担
も
踏
ま
え
た
事
業

の
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
。

Ａ
今
後
、精
査
し
て
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
特
に
水
道
事
業
に
関
し

て
は
、
独
立
採
算
制
が
前
提

で
あ
る
。
し
か
し
現
在
は
赤

棄
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
基
本
と
し
て
議
会
へ
の

債
権
放
棄
の
議
案
を
提
出
し

ま
し
て
ご
審
議
い
た
だ
く
こ

と
が
一
番
の
原
理
原
則
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
ら
債
権
放
棄
も
含

め
た
債
権
管
理
条
例
は
様
々

な
分
野
に
関
連
し
、
様
々
な

事
象
に
対
応
し
管
理
の
連
携

を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
い
つ
の
時
期
に
提
案
さ
れ

る
つ
も
り
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
現
時
点
の
目
標
と
い
た

し
ま
し
て
は
年
度
内
に
議
案

の
提
出
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

字
の
補
填
の
た
め
に
市
税
を

投
入
し
て
い
る
状
況
だ
。
佐

野
浄
水
場
の
改
修
に
も
予
算

が
必
要
だ
。
将
来
の
県
水
道

事
業
統
合
に
向
け
て
、
赤
字

補
填
で
は
な
く
経
営
基
盤
の

安
定
化
を
図
り
、
収
益
構
造

改
善
の
た
め
に
予
算
を
使
う

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

お
考
え
は
。

Ａ
様
々
な
と
こ
ろ
を
検
討

し
て
、
事
業
統
合
ま
で
多

く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
。
水
道
事
業
統

合
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
、
集

中
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

損
ね
る
こ
と
な
く
、
意
見
を

よ
く
聞
き
な
が
ら
決
定
を
し

て
参
り
た
い
と
考
え
る
。

勝浦市水道給水収益見込み
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小
規
模
事
業
振
興
に
関

す
る
条
例
の
策
定
に
つ

い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

い
す
み
鉄
道
と
勝
浦
市

の
関
係
に
つ
い
て

防
犯
灯
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
平
成
26
年
、
国
は
小
規

模
事
業
者
を
支
援
す
る
「
小

規
模
基
本
法
」
と
「
小
規
模

支
援
法
」
を
成
立
さ
せ
た
。

基
本
法
の
条
件
に
応
じ
た
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援

施
策
の
実
施
に
つ
い
て
勝
浦

市
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
様

な
施
策
を
講
じ
て
い
る
の
か

お
聞
き
す
る
。

Ａ
中
小
企
業
資
金
融
資
事

業
、
中
小
企
業
資
金
融
資
利

子
補
給
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
、
中
小
企
業

等
経
営
継
続
支
援
金
等
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
小
規
模
事
業
振
興
に
関

す
る
自
治
体
の
基
本
方
針
、

施
策
の
基
本
方
向
、
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
根
拠

と
な
る
条
例
の
制
定
が
必
要

狩野光一議員

久我惠子議員

で
は
な
い
か
。

Ａ
勝
浦
市
の
中
小
企
業
振

興
の
根
幹
を
な
す
条
例
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
他
市
町
村
の
情
報
収
集
、

ま
た
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ
勝
浦
市
民
に
よ
る
利
用

数
、
利
用
目
的
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
？Ａ

令
和
３
年
度
の
輸
送
人

数
は
25
万
１
，
８
５
９
人
で

す
が
、
そ
の
う
ち
何
人
が
勝

浦
市
民
で
あ
る
か
は
把
握
し

て
い
な
い
。
利
用
目
的
は
、

通
学
・
通
院
や
他
の
交
通
機

関
や
路
線
へ
の
乗
り
換
え
、

季
節
に
よ
り
観
光
目
的
の
利

用
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
い
す
み
鉄
道
に
対
す
る

補
助
金
の
目
的
は
？

Ａ
地
域
住
民
の
重
要
な
交

通
手
段
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
と
夷
隅
郡
市
内
の

自
治
体
や
企
業
な
ど
で
一
体

と
な
っ
て
支
え
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
支
援
金
額

は
幾
ら
か
？

Ａ
平
成
20
年
以
降
、
３

種
類
の
補
助
金
が
計
５
，

２
２
１
万
円
。
平
成
15

年
以
前
の
基
金
拠
出
が
計

８
，
４
０
０
万
円
。
合
計

１
億
３
，
６
２
１
万
円
。

Ｑ
補
助
額
の
縮
小
に
向
け

て
、
経
営
や
方
向
性
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
積
極
的
に
関

与
す
べ
き
と
思
う
が
、
そ
の

よ
う
な
協
議
の
場
は
あ
る
の

か
？
そ
こ
で
の
協
議
の
内
容

は
？Ａ

千
葉
県
と
夷
隅
郡
内
自

治
体
か
ら
な
る
「
い
す
み
鉄

道
活
性
化
委
員
会
」が
あ
る
。

そ
の
中
で「
事
業
の
活
性
化
」

や
「
補
助
金
の
適
正
な
使
い

方
」な
ど
を
協
議
し
て
い
る
。

Ｑ
60
歳
以
上
の
方
や
基
礎

疾
患
の
あ
る
方
の
４
回
目
の

接
種
は
進
ん
で
い
る
が
（
９

月
20
日
現
在
）、
12
歳
か
ら

59
歳
ま
で
の
方
の
今
後
の
４

回
目
の
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
の
様
に
な
る
の
か
。

Ａ
11
月
に
キ
ュ
ス
テ
に
お
い

て
集
団
接
種
が
で
き
る
よ
う

に
医
師
会
や
、
関
係
各
所
と

調
整
中
で
す
。

Ｑ
通
年
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
る
。

12
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
の
半

額
助
成
を
子
育
て
世
帯
支
援

の
た
め
に
15
歳
（
中
学
生
ま

で
）
に
拡
充
で
き
な
い
か
。

Ａ
令
和
５
年
度
の
予
算
で

の
措
置
を
考
え
て
い
た
が
、

物
価
の
高
騰
等
へ
の
配
慮
か

ら
今
年
度
か
ら
の
実
施
を
前

向
き
に
検
討
す
る
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
濃
厚
接
触

者
等
に
、
市
で
医
療
用
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

Ａ
県
の
無
料
配
布
の
案
内

や
、
市
内
薬
局
で
の
販
売
の

依
頼
を
し
て
き
た
。
今
後

の
感
染
の
状
況
を
見
な
が
ら

判
断
し
た
い
。
ま
ず
は
市
内

薬
局
で
購
入
し
た
い
と
き
に

購
入
で
き
る
体
制
を
整
え
た

い
。

Ｑ
市
内
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
割
合
は
？

Ａ
１
，
７
３
３
基
で
72
．

42
％
に
な
る
。

Ｑ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
。
移
行
を
も
っ
と

推
進
す
る
べ
き
で
は
？

Ａ
省
エ
ネ
や
環
境
配
慮
の

点
で
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
過
去
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
一

斉
に
行
っ
た
地
区
で
は
今
後

ほ
ぼ
同
時
に
機
器
の
耐
用
年

数
を
迎
え
る
。
そ
の
た
め
一

時
的
に
多
額
の
取
替
費
用
が

発
生
す
る
。
防
犯
を
「
地
域

と
の
協
働
事
業
」
と
捉
え
、

地
区
の
負
荷
軽
減
を
図
る
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
？

Ａ
支
援
の
ス
タ
イ
ル
等
、

調
査
・
研
究
し
、
現
在
の
補

助
事
業
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
長
の

市
政
方
針
に
つ
い
て

農
業
の
維
持
に
つ
い
て

総
合
計
画
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
市
長
の
考
え
る
勝
浦
市

の
価
値
を
発
信
、
立
地
条
件

の
良
さ
と
海
・
山
の
魅
力
を

発
信
、
休
耕
地
活
用
や
新
し

い
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

Ａ
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

は
農
業
者
、
夷
隅
農
業
事
務

所
関
係
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し

た
特
色
の
あ
る
作
物
づ
く
り

に
つ
い
て
研
究
し
て
行
く
。

ま
た
、
勝
浦
の
価
値
は
、
海・

山
の
自
然
に
加
え
、
人
々
の

暮
ら
し
、
祭
り
、
文
化
、
歴

史
、
教
育
な
ど
様
々
な
分
野

に
わ
た
っ
て
価
値
が
あ
る
も

の
と
考
え
る
。

Ｑ
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
中
、
勝
浦
の
価
値
を

支
え
て
い
る
地
域
の
支
援

策
と
し
て
仮
称
勝
浦
版
地

戸部　薫議員

長田　悟議員

方
創
生
推
進
交
付
金
制
度

創
設
の
検
討
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
各
地
区
固
有
の
課
題
解

決
に
向
け
て
き
め
細
か
な
対

応
を
す
べ
く
地
域
活
性
化
対

策
を
協
議
、
検
討
し
た
い
。

Ｑ
有
害
鳥
獣
対
策
に
力
を

入
れ
、
自
然
環
境
の
保
全
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
猟
友
会
の
協
力
を
得
て

継
続
し
て
捕
獲
を
進
め
る
と

も
に
新
た
な
視
点
で
キ
ョ
ン

の
肉
、
皮
な
ど
の
活
用
に
つ

い
て
も
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
る
。

Ｑ
市
長
は
日
本
国
憲
法
を

守
る
決
意
を
お
持
ち
で
す

か
。Ａ

憲
法
第
99
条
「
公
務
員

は
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護

す
る
義
務
を
負
う
」
と
、
私

は
こ
れ
を
遵
守
し
ま
す
。

Ｑ
本
市
は
、「
非
核
平
和

都
市
宣
言
」の
宣
言
市
で
す
。

市
政
運
営
は
、
こ
の
宣
言
を

ふ
ま
え
る
べ
き
で
す
。
市
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
勝
浦
市
平
和
展
な
ど

様
々
な
取
組
を
開
催
。
今
後

も
恒
久
平
和
に
向
け
て
取
組

を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
安
倍
元
首
相
の「
国
葬
」

に
つ
い
て
、
世
論
調
査
で
は

６
割
超
の
国
民
が
反
対
で

す
。
市
長
は
「
国
葬
」
反
対

の
考
え
で
す
か
。
ま
た
、
弔

意
の
強
制
は
し
な
い
、
例
え

ば
、
黙
と
う
や
半
旗
の
掲
揚

等
を
求
め
る
通
知
や
要
請
は

し
な
い
と
、お
考
え
で
す
か
。

Ａ
安
倍
元
首
相
の
国
葬
は

政
府
の
決
定
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
是
非
に
つ
い
て
私
か
ら

申
し
述
べ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
弔
意
に
つ
い
て
政
府

は
、
国
民
、
関
係
機
関
に
要

請
や
協
力
を
求
め
な
い
と
し

て
い
る
た
め
、
対
応
は
個
人

の
意
思
や
判
断
に
委
ね
る
の

が
適
切
と
考
え
ま
す
。

　
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
弔

意
を
示
す
か
は
未
定
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
小
中
学
校
等
に

弔
意
の
表
明
を
求
め
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
本
市
の
農
業
の
状
況
を

踏
ま
え
た
将
来
の
農
業
対
策

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
将
来
の
農
業
対
策
と
し

て
は
、
圃
場
整
備
に
伴
う
農

地
の
集
約
、
担
い
手
へ
の
集

Ｑ
市
民
が
自
宅
で
使
え
る

検
査
キ
ッ
ト
を
市
が
用
意
す

べ
き
で
、
感
染
者
な
ど
来
庁

で
き
な
い
方
の
た
め
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
が
必

要
で
す
。見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
県
の
検
査
無
料
化
事
業

に
よ
り
市
内
２
か
所
の
薬
局

で
抗
原
検
査
が
実
施
で
き
ま

す
。
無
料
の
簡
易
検
査
キ
ッ

ト
の
準
備
は
、
７
月
時
点
で

全
国
的
に
不
足
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
市
民
か
ら
の
相

談
に
は
医
療
専
門
職
が
対
応

し
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
改
善
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
来
年
度
か
ら
始
ま
る
勝

浦
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

市
長
は
、
継
承
し
ま
す
か
。

市
政
運
営
も
総
合
計
画
を
土

台
に
進
め
る
べ
き
で
す
。
市

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
総
合
計
画
は
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

け
る
計
画
を
目
指
し
て
お

り
、
公
約
と
総
合
計
画
と
が

整
合
性
を
持
つ
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。

積
を
進
め
る
と
と
も
に
各
種

補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ
農
業
飼
肥
料
等
の
高
騰

及
び
米
価
格
下
落
に
対
す
る

農
業
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

お
伺
い
い
し
ま
す
。

Ａ
飼
肥
料
価
格
高
騰
対
策

支
援
補
助
金
を
今
議
会
の
補

正
予
算
に
計
上
、
米
の
価
格

下
落
に
対
す
る
補
助
は
、
買

い
取
り
価
格
の
状
況
を
見
て

判
断
し
て
い
く
。
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勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

８月１日

　　６日
　　８日
　２８日
　３１日

９月８日
１２日

　１５日

　２０日
　２１日

　２２日

　２６日

南房総広域水道企業団運営協議会
（大多喜町）
観光振興議員連盟活動（富里市）
総合開発審議会
勝浦市議会議員補欠選挙
議会運用説明会（新人議員）

会派代表者会議
議会運営委員会
本会議　初日
全員説明会・全員協議会・議会運営委員会
・総務文教常任委員会・表彰選考委員会
本会議　一般質問
本会議　一般質問
議会改革検討委員会
本会議　質疑
決算審査特別委員会・議会運営委員会
総務文教常任委員会

２７日

２８日
２９・３０日

　
１０月４日

１７日

１８～２０日
　１９日

２４日

２６日
２７日
２８日

３１日

夷隅郡市広域市町村圏事務組合定例会
（いすみ市）
産業厚生常任委員会
決算審査特別委員会

本会議　最終日　
広報広聴常任委員会
千葉県自治体病院経営都市議会協議会視察
研修会（千葉市）
全国漁港漁場大会（北海道函館市）
千葉県市議会議長会定例総会（千葉市）
千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員
協議会（千葉市）
広報広聴常任委員会
環境審議会
議会運営委員会
市民憲章改編検討委員会
静岡県函南町行政視察受入

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

見やすく読みまちがえにくい見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントをユニバーサルデザインフォントを
採用しています。採用しています。

 　私の将来の夢は、サーフィンの大会に出場す
ることです。小さい頃から、父のサーフィンをす
る姿に憧れていました。父が初めてサーフィンに
連れて行ってくれたとき、とても楽しくて競技と
して続けていきたいと思いました。今でも父は、
仕事で疲れていたとしても、休日になると私に
サーフィンを教えてくれます。そんな父の喜ぶ顔
を見るため、そして恩返しをするためにも、大会
で優勝したいと考えています。これからも夢に向
かって頑張り続けます。

勝浦中学校　３年
髙
たかはま

濱　清
きよ

美
み

 さん

きみの未来、あなたの未来

　10 月 10 日、キュステで「はやぶさ２」の展示を見学して参りました。子供からご年配の方々まで多くの人
達が来場されていました。片道 30 億㎞かけて採取してきた「リュウグウ」の鉱物や、実物大の「はやぶさ２」
の模型がとてもリアルで、その大きさに圧倒されました。
　現在、議会のライブ中継や YouTube による録画中継がスマートフォンやパソコンで手軽に視聴できます。

「はやぶさ２」の展示品同様、中継には質疑答弁や討論の誌面では伝えることができないリアルさがあると思い
ます。是非、ご視聴ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広報広聴常任委員　岩瀬　清

議会のうごきについて報告します
（令和４年８月～令和４年１０月） 議 会 の う ご き
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